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(57)【要約】
　本開示は、ゴム組成物へのひずみ誘起結晶化を発生させるか又はこれを強化することが
できる化学添加剤を含有するゴム組成物、及びサイドウォール又はトレッドなどの１つ以
上の構成部品にこのゴム組成物を含有するタイヤを目的とする。この化学添加剤は、式（
Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物である。同様に、特定の実施形態は、化学添
加剤を用いることによって、タイヤトレッド又はタイヤサイドウォールにおける摩耗の低
減又は耐久性の改善を達成する方法に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム組成物であって、
　（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジ
エン、ポリイソプレン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエ
ンモノマー含有ポリマーと、
　（ｂ）２０ｐｈｒ以下の、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン
、スチレン－ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー
と、
　（ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物と、
　（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス油と、
　（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充填剤と、を含み、
　式（Ｉ）が、Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘであり、
　式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又
は異なり、
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシ
クロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリルから選択され、
　Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１
のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５

は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０
のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルからなる群か
ら選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に１つ以上のＯＨで置換される）から
選択され、
　Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシ
クロアルキレンから選択され、
　Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０の
シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される
、ゴム組成物であって、
　硬化時に、以下の（ｉ）又は（ｉｉ）、すなわち、
　　（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有
ポリマー組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセ
ス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範
囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減
を示す、及び
　　（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す、のうちの少なくとも１つを満たす、ゴム組成物。
【請求項２】
　Ｒ１がフェニルであり、ｘ＝３であり、Ｒ２が、請求項１で定義されるとおりである、
請求項１に記載のゴム組成物。
【請求項３】
　亜鉛カルボキシレート硬化剤を含有しない、請求項１又は２に記載のゴム組成物。
【請求項４】
　式（Ｉ）の前記少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物が、２～５ｐｈｒの量で存在する
、請求項１～３のいずれか一項に記載のゴム組成物。
【請求項５】
　前記比較ゴム化合物の摩耗指数よりも少なくとも１５％高い、２５％スリップにおける
摩耗指数を示す、請求項１～４のいずれか一項に記載のゴム組成物。
【請求項６】
　前記比較ゴム化合物の摩耗指数よりも少なくとも２０％高い、２５％スリップにおける
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摩耗指数を示す、請求項１～５のいずれか一項に記載のゴム組成物。
【請求項７】
　（ａ）が、９０～１００ｐｈｒの量で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載の
ゴム組成物。
【請求項８】
　（ａ）が、１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエ
ンを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載のゴム組成物。
【請求項９】
　（ａ）が、９０％以上、好ましくは９５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブ
タジエンを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のゴム組成物。
【請求項１０】
　（ｃ）が、オクタデカンアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ステアラミド）、Ｎ－（２
－（ジエチルアミノ）エチル）ステアラミド、ステアロイルエタノールアミド、オレオイ
ルエチルアミド、Ｎ－シクロヘキサンカルボニルテトラデシルアミン、Ｎ－パルミトイル
ドーパミン、アラキドイルエタノールアミド、ドコサノイルエタノールアミド、及びこれ
らの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～９のいずれか一項に記載のゴム組
成物。
【請求項１１】
　（ｃ）及び（ｄ）の合計量が、２０ｐｈｒ以下である、請求項１～１０のいずれか一項
に記載のゴム組成物。
【請求項１２】
　（ｆ）硬化パッケージを更に含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載のゴム組成物
。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のゴム組成物をタイヤトレッド又はタイヤサイド
ウォールに組み込むことを含む、タイヤトレッド又はタイヤサイドウォールにおける摩耗
の低減又は耐久性の改善を達成する方法。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のゴム組成物の使用を含む、合成ゴムに基づく組成物においてひずみ
誘起結晶化を達成する方法であって、（ｃ）の前記少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物
が、（ａ）、（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）、及び（ｆ）と混合され、硬化時に、前記組成物が
ひずみ誘起結晶化を示す方法。
【請求項１５】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のゴム組成物を含む、タイヤトレッド。
【請求項１６】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のゴム組成物を含む、タイヤサイドウォール。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のタイヤトレッド及び／又は請求項１６に記載のタイヤサイドウォー
ルのうちの少なくとも１つが組み込まれたタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、ゴム組成物へひずみ誘起結晶化を発生させるか又はこれを強化することができ
る化学添加剤を含有するゴム組成物を目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　天然ゴムは、高レベルのひずみ誘起結晶化を示すことが知られている。ひずみ誘起結晶
化は、応力（ひずみ）に供されたときに非晶質材料が受ける相変態である。一般的に、結
晶質ポリマー鎖は、秩序化されており（平行）かつ最密であり、非晶質ポリマー鎖は、秩
序化されていない。ひずみ誘起結晶化の機構は、その顕著な引張強度及び良好な亀裂成長
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耐性を含む、天然ゴムの独自の特性に主に寄与していると考えられる。ポリイソプレン、
ポリブタジエン、及びスチレン－ブタジエンコポリマーなどの合成ゴムは、天然ゴムが有
する高レベルのひずみ誘起結晶化を本質的に示さない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書に記載する実施形態は、ゴム組成物へのひずみ誘起結晶化を発生させるか又は
これを強化することができる化学添加剤を含有するゴム組成物、及びサイドウォール又は
トレッドなどの１つ以上の構成部品に前記ゴム組成物を含有するタイヤに関する。同様に
、特定の実施形態は、化学添加剤を用いることによって、タイヤトレッド又はタイヤサイ
ドウォールにおける摩耗の低減又は耐久性の改善を達成する方法に関する。
【０００４】
　第１の実施形態では、本開示は、（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，
４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組み合わせからな
る群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマーと、（ｂ）０～２０ｐｈｒの、
８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－ブタジエンコポ
リマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせからなる群から
選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマーと、（ｃ）１～１０ｐｈｒの
、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物と、（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なく
とも１つのプロセス油と、（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充填剤と、
を含むゴム組成物を目的とする。式（Ｉ）は、以下のとおりである。Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、
同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル
、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリ
ルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及
びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル、
Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３Ｎ（Ｒ
５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル
、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリ
ルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に、１つ以上のＯＨで
置換される）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニ
ル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０の
アルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の
芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）。更に、硬化時に、ゴム組成物
は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たす。（ｉ）式（Ｉ）の
脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー組成物中の少
なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する比較ゴ
ム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少なくとも１つの
スリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減を示す；及び（ｉｉ）
ひずみ誘起結晶化を示す。
【０００５】
　第２の（及び関連する）実施形態では、本開示は、タイヤトレッド又はタイヤサイドウ
ォールにおける摩耗の低減又は耐久性の改善を達成する方法を目的とする。この方法は、
以下のような成分（ａ）～（ｅ）を含むゴム組成物をタイヤトレッド又はタイヤサイドウ
ォールに組み込むことを含む。これらの成分は、（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以
上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組み
合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマー、（ｂ）０～２０
ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－ブタ
ジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせから
なる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー、（ｃ）１～１０
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ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物、（ｄ）１～２０ｐｈｒの、
少なくとも１つのプロセス油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充
填剤である。式（Ｉ）は、以下のとおりである。式（Ｉ）は、Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）
Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じで
あるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及び
Ｃ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリルから
選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３
～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ
（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２

（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３
～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから
なる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、場合により、１つ以上のＯＨで置換され
ていてもよい）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケ
ニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０
のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０
の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）である。更に、硬化時に、ゴ
ム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たす。（ｉ）式
（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー組成
物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有す
る比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少なくと
も１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減を示す；及び
（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【０００６】
　第３の（及び関連する）実施形態では、本開示は、合成ゴムに基づくゴム組成物におい
てひずみ誘起結晶化を達成する方法を目的とする。この方法は、硬化パッケージと共に、
以下のような成分（ａ）～（ｅ）を含むゴム組成物を使用することを含み、硬化時に、こ
のゴム組成物は、ひずみ誘起結晶化を示す。これらの成分は、（ａ）８０～１００ｐｈｒ
の、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及び
これらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマー、（
ｂ）０～２０ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ス
チレン－ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー、（
ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物、（ｄ）１～２
０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも
１つの補強充填剤である。式（Ｉ）は、以下のとおりである。式（Ｉ）は、Ｒ１［Ｃ（＝
Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２

］は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアル
ケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のア
ルカリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニ
ル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカ
リル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３

Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアル
ケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のア
ルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に、１つ以上の
ＯＨで置換される）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のア
ルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ
２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ
２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）である。更に、硬化時に
、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たす。（ｉ
）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー
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組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含
有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少な
くとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減を示す；
及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本開示は、ゴム組成物における化学添加剤の使用であって、この添加剤が、ひずみ誘起
結晶化を発生させるか又はこれを強化する能力を有し、それによって、このゴム組成物を
タイヤで利用したときに、摩耗の低減又は耐久性の改善につながる使用に関する。
【０００８】
　上述のとおり、第１の実施形態では、本開示は、（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％
以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマーと、（ｂ）０～
２０ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－
ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせ
からなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマーと、（ｃ）１
～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物と、（ｄ）１～２０ｐ
ｈｒの、少なくとも１つのプロセス油と、（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの
補強充填剤とを含むゴム組成物を目的とする。式（Ｉ）は、以下のとおりである。Ｒ１［
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ２］ｍ（式中、ｍ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ２］
は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケ
ニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２１の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアル
カリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル
、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２１の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリ
ルから選択される）。更に、硬化時に、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）の
うちの少なくとも１つを満たす。（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、
合成共役ジエンモノマー含有ポリマー組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等
しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の
摩耗指数（１０～７５％の範囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を有すること
によって示される摩耗の低減を示す；及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【０００９】
　上述のとおり、第２の実施形態では、本開示は、タイヤトレッド又はタイヤサイドウォ
ールにおける摩耗の低減又は耐久性の改善を達成する方法を目的とする。この方法は、以
下のような成分（ａ）～（ｅ）を含むゴム組成物をタイヤトレッド又はタイヤサイドウォ
ールに組み込むことを含む。これらの成分は、（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以上
のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組み合
わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマー、（ｂ）０～２０ｐ
ｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－ブタジ
エンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせからな
る群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー、（ｃ）１～１０ｐ
ｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物、（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少
なくとも１つのプロセス油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充填
剤である。式（Ｉ）は、以下のとおりである。Ｒ１（Ｒ３）ｎ［Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ２］ｍ

（式中、ｎ＝０又は１であり、ｍ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＲ２］は
、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニ
ル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２１の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカ
リルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、
及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２１の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル
から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ＿から選択されるアルキレンである）。更に、硬化時に
、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たす。（ｉ
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）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー
組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含
有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少な
くとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減を示す；
及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【００１０】
　上述のとおり、第３（及び関連する）の実施形態では、本開示は、合成ゴムに基づくゴ
ム組成物においてひずみ誘起結晶化を達成する方法を目的とする。この方法は、硬化パッ
ケージと共に、以下のような成分（ａ）～（ｅ）を含むゴム組成物を使用することを含み
、硬化時に、このゴム組成物は、ひずみ誘起結晶化を示す。これらの成分は、（ａ）８０
～１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイ
ソプレン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含
有ポリマー、（ｂ）０～２０ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリ
ブタジエン、スチレン－ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、
及びこれらの組み合わせからなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又は
コポリマー、（ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物
、（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒ
の、少なくとも１つの補強充填剤である。式（Ｉ）は、以下のとおりである。式（Ｉ）は
、Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ
）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２
～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ
７～Ｃ３０のアルカリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ
２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～
Ｃ３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合してい
る）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２
～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ
７～Ｃ２０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的
に、１つ以上のＯＨで置換される）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ
２～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、
Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアル
キル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）である。
更に、硬化時に、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つ
を満たす。（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマ
ー含有ポリマー組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加の
プロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５
％の範囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗
の低減を示す；及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【００１１】
　定義
　本明細書に記載する用語は、実施形態を説明するためだけのものであり、全体として本
発明を限定すると解釈すべきではない。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、用語「アルキル」とは、直鎖又は分枝鎖状の構造を有し、任
意選択的に、酸素、窒素、又は硫黄によって置換される１つ以上のメチレンをその中に有
する、飽和した一価又は二価の炭化水素部分を指す。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、用語「アルケニル」とは、直鎖又は分枝鎖状の構造及び炭素
間に少なくとも１つの二重結合を有し、任意選択的に、酸素、窒素、又は硫黄によって置
換される１つ以上のメチレンをその中に有する、一価又は二価の炭化水素部分を指す。
【００１４】
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　本明細書で使用するとき、用語「芳香族」は、炭素に基づく単環式芳香族化合物（すな
わち、ベンゼン）、単環式ヘテロ原子含有芳香族化合物（例えば、フラン、ピロール、チ
オペン、ピリジン）、及び多環式芳香族化合物（炭素に基づくもの（例えば、ナフタレン
、アントラセン）及びヘテロ原子を含有するもの（例えば、キノリン）の両方）を含む。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、略語「ｍＬ」は、ミリリットルを意味する。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「天然ゴム」は、パラゴムノキ属のゴムの木、グアユー
ルの低木、及びタンポポ（例えば、ＴＫＳ）などの原料から採取することができるものな
どの天然由来のゴムを意味する。言い換えれば、用語「天然ゴム」は、合成ポリイソプレ
ンを含むと解釈すべきではない。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「ｐｈｒ」は、ゴム１００部当たりの部を意味する。ゴ
ム１００部は、（ａ）少なくとも１つのポリマーと、（ｂ）少なくとも１つのポリマー又
はコポリマーとの合計を含む。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、用語「ポリイソプレン」は、合成ポリイソプレンを意味する
。言い換えれば、この用語は、イソプレンモノマーから製造されたポリマーを示すために
用いられ、天然由来のゴム（例えば、パラゴムノキ天然ゴム、グアユール起源の天然ゴム
、又はタンポポ起源の天然ゴム）を含むと解釈すべきではない。
【００１９】
　ポリマー
　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、ゴム組成物は、８０～１００ｐｈｒの
、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこ
れらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマーを含む
。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、ゴム組成物は、９０～１００ｐｈｒの、
８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれ
らの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマーを含む。
第１～第３の実施形態の更に他の実施形態では、ゴム組成物は、１００ｐｈｒの、８５％
以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有ポリマーを含む。第１～
第３の実施形態によるゴム組成物は、８０～１００ｐｈｒ（合計）の、８５％以上のシス
１，４－結合含量を有するポリブタジエン及びポリイソプレンのうちの１つ以上を含むこ
とができることを理解すべきである。更に、このようなゴム組成物は、８５％以上のシス
１，４－結合含量を有する２種類以上のポリブタジエン、２種類以上のポリイソプレン、
及びこれらの組み合わせを含むことができる。
【００２０】
　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー
がポリブタジエンを含む場合、ポリブタジエンは、８５％以上のシス１，４－結合含量を
有する。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、ポリブタジエンは、９０％以上、
９２％以上、又は９５％以上のシス１，４－結合含量を有する。第１～第３の実施形態の
特定の実施形態では、ポリブタジエンは、８５～９９％、８５～９８％、８５～９７％、
９０～９９％、９０～９８％、９０～９７％、９２～９９％、９２～９８％、９２～９７
％、９５～９９％、９５～９８％、又は９５～９７％のシス１，４－結合含量を有する。
【００２１】
　一般的に、８５％以上、９０％以上、９２％以上、又は９５％以上のシス１，４－結合
含量を有するポリブタジエンを生成するための様々な重合法が公知であり、得られるポリ
ブタジエンが指定のシス１，４－結合含量を有する限り、ポリブタジエンを生成する具体
的な方法は限定されないことを理解すべきである。この割合は、ジエンマー単位（diene 
mer units）の合計数に対するシス－１，４連結を採用する、ジエンマー単位の数に基づ
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いている。高シス１，４－ポリブタジエンの重合は、米国特許第３，２９７，６６７号、
同第３，５４１，０６３号、同第３，７９４，６０４号、同第４，４６１，８８３号、同
第４，４４４，９０３号、同第４，５２５，５９４号、同第４，６９９，９６０号、同第
５，０１７，５３９号、同第５，４２８，１１９号、同第５，０６４，９１０号、及び同
第５，８４４，０５０号、同第７，０９４，８４９号に記載されており、これらは全て参
照により本明細書に組み込まれる。例示的な重合法としては、遷移金属（例えば、ネオジ
ムなどのランタニド）に基づくチーグラー・ナッタ触媒、ニッケル触媒、及びチタン系触
媒を使用するものに加えて、溶液、乳化、及びバルク重合プロセスが挙げられるが、これ
らに限定されない。一般的に、ポリブタジエンなどの所与のポリマー中のシス－１，４－
、１，２－、及びトランス－１，４－連結含量は、赤外分光法などの標準的かつ十分に確
立された分析方法によって求めることができる。
【００２２】
　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、ゴム組成物は、ポリイソプレンを含む
ことができる。第１～第３の実施形態による特定の実施形態では、ポリイソプレンは、高
シスポリイソプレンである。第１～第３の実施形態による特定の実施形態では、高シスポ
リイソプレンは、９０％以上のシス１，４－結合含量を有する。第１～第３の実施形態の
特定の実施形態では、ポリイソプレンは、９０％以上、９２％以上、又は９５％以上のシ
ス１，４－結合含量を有する。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、ポリイソプ
レンは、９０～９９％、９０～９８％、９０～９７％、９２～９９％、９２～９８％、９
２～９７％、９５～９９％、９５～９８％、又は９５～９７％のシス１，４－結合含量を
有する。
【００２３】
　一般的に、９０％以上のシス１，４－結合含量を有するポリイソプレンンを含むポリイ
ソプレンを生成するための様々な重合法が公知であり、得られるポリマーが所望のシス１
，４－結合含量を有する限り、ポリイソプレンを生成する具体的な方法は限定されないこ
とを理解すべきである。ポリブタジエンに関して既に論じたとおり、この割合は、ジエン
マー単位の合計数に対するシス－１，４結合を採用する、ジエンマー単位の数に基づいて
いる。高シスポリイソプレンの重合は、米国特許第８，６６４，３４３号、同第８，１８
８，２０号、同第７，００８，８９９号、同第６，８９７，２７０号、同第６，６９９，
８１３号に記載されており、これらは全て参照により本明細書に組み込まれる。例示的な
重合法としては、チーグラー・ナッタ触媒系を使用するもの、及び炭化水素溶媒中でアル
キルリチウムなどの有機金属触媒を用いるアニオン性重合を使用するものが挙げられるが
、これらに限定されない。ポリブタジエンに関して既に論じたとおり、ポリイソプレンな
どの所与のポリマー中のシス－１，４－、１，２－、及びトランス－１，４－連結含量は
、赤外分光法などの標準的かつ十分に確立された分析方法によって求めることができる。
【００２４】
　上述のとおり、第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、ゴム組成物は、０～２０
ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－ブタ
ジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせから
なる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマーを含む。列挙した
共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマーのそれぞれを生成するための様々な方法
が公知である。同様に、それぞれの多数の商業的供給元も周知である。非限定的な例とし
て、Ｆｉｒｅｓｔｏｎｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓは、様々な等級の４０％のシス１，４－結合
含量を有するＤｉｅｎｅ（商標）ポリブタジエン、及び様々な等級のＤｕｒａｄｅｎｅ（
商標）溶液重合スチレン－ブタジエンコポリマーを供給している。乳化重合スチレン－ブ
タジエンコポリマー、スチレン－ブタジエンコポリマーの官能化バージョン、ネオプレン
、イソブチル、及び天然ゴムの供給元を含む、列挙した共役ジエンモノマー含有ポリマー
又はコポリマーの他の商業的供給元も周知である。
【００２５】
　脂肪酸アミド
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　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、ゴム組成物は、１～１０ｐｈｒの式（
Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物を含む。式（Ｉ）は、以下のとおりである。
Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）
Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～
Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７
～Ｃ３０のアルカリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２
１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ
３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している
）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～
Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７
～Ｃ２０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に
、１つ以上のＯＨで置換される）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２
～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ
１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキ
ル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）。第１～第
３の実施形態の特定の実施形態では、ゴム組成物は、２～５ｐｈｒの式（Ｉ）の少なくと
も１つの脂肪酸アミド化合物を含む。
【００２６】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミ
ド化合物は、１つの化合物を含み、他の実施形態では、１超の化合物（すなわち、２つ以
上）を含む。脂肪酸アミド化合物の総量は１～１０ｐｈｒであり、特定の実施形態では、
２～５ｐｈｒであることを理解すべきである。言い換えれば、２つ以上の脂肪酸アミド化
合物を利用するとき、総量は、１～１０ｐｈｒである（２～５ｐｈｒを含む）。
【００２７】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物は
、少なくとも１つのジアミド、少なくとも１つのトリアミド、又はこれらの組み合わせで
あり、脂肪酸アミド化合物（複数可）の総量は、１～１０ｐｈｒであり、特定の実施形態
では、２～５ｐｈｒである。ジアミド及びトリアミドという用語は、化合物が２つ又は３
つのアミド（Ｃ（＝０）ＮＨ）部分をそれぞれ含有することを示す。このような実施形態
では、脂肪酸ジアミド又は脂肪酸トリアミドは、式（Ｉ）（式中、ｘ＝２又は３である）
を有する。特定の実施形態では、少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物は、式（Ｉ）（式
中、ｘ＝３である）を有する少なくとも１つのトリアミドである。第１～第３の実施形態
の特定の実施形態では、少なくとも１つの脂肪酸アミドは、トリアミド（式中、ｘ＝３で
ある）である。
【００２８】
　式（Ｉ）
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、式（Ｉ）中のＲ１は、フェニル、すなわ
ち、－Ｃ５Ｈ６であり、ｘ＝３である。このような実施形態では、３つの［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
ＨＲ２］基は、好ましくは、ベンゼン環における１、３、及び５位に存在し、化合物は、
一般的に、１，３，５－ベンゼントリスアミドと称することができる。このような実施形
態では、Ｒ２は、上の段落に提供したとおりの定義を有するとみなすべきである。このよ
うな１，３，５－ベンゼントリスアミドの非限定的な例としては、Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－ト
リス（シクロヘキシル）ベンゼン－１，３，５－トリカルボキサミド（ＣＢＣＡ）及びＮ
，Ｎ’，Ｎ’’－トリス（デシル）ベンゼン－１，３，５－トリカルボキサミド（ＤＢＣ
Ａ）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００２９】
　上述のとおり、式（Ｉ）中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケ
ニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２１の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアル
カリルから選択される。特定の実施形態では、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１（Ｃ８～Ｃ１７及び
Ｃ１０～Ｃ１７を含む）のアルキルである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では
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、Ｒ１は、Ｃ２～Ｃ２１（Ｃ８～Ｃ１７、Ｃ１０～Ｃ１７を含む）のアルケニルである。
第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ１は、Ｃ３～Ｃ２１（Ｃ５～Ｃ８を含む
）のシクロアルキルである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ１は、Ｃ５
～Ｃ２１（Ｃ８～Ｃ１７を含む）の芳香族である。第１～第３の実施形態の特定の実施形
態では、Ｒ１は、Ｃ７～Ｃ３０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルカリルである。
【００３０】
　上述のとおり、式（Ｉ）中、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のア
ルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０の
アルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及
びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０
のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２
０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に、１つ
以上のＯＨで置換される）から選択される。特定の実施形態では、Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ２１
（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルキルである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では
、Ｒ２は、Ｃ２～Ｃ２１（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルケニルである。第１～第３の実施
形態の特定の実施形態では、Ｒ２は、Ｃ３～Ｃ２１（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のシクロアル
キルである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ２は、Ｃ５～Ｃ２０（Ｃ８
～Ｃ１７を含む）の芳香族である。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ２は
、Ｃ７～Ｃ３０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルカリルである。第１～第３の実施形態の第
１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ２は、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３

は、式（Ｉ）のＮに結合している）である。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では
、Ｒ２は、Ｒ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２
～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ
７～Ｃ２０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的
に、１つ以上のＯＨで置換される）である。
【００３１】
　上述のとおり、式（Ｉ）中、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケ
ニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択される。第１～第３の実施形態の特
定の実施形態では、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルキルである。第
１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ３は、Ｃ２～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む
）のアルケニルである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ３は、Ｃ３～Ｃ
２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のシクロアルキレンである。
【００３２】
　上述のとおり、式（Ｉ）中、Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０の
アルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０
のアルカリルから選択される。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｒ
１である。特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルキ
ルである。特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｃ２～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のアルケ
ニルである。特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｃ３～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）のシク
ロアルキルである。特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｃ５～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）
の芳香族である。特定の実施形態では、Ｒ４は、Ｃ７～Ｃ２０（Ｃ８～Ｃ１７を含む）の
アルカリルである。
【００３３】
　プロセス油
　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、ゴム組成物は、１～２０ｐｈｒの少な
くとも１つのプロセス油を含む。芳香族、ナフテン系、及び低ＰＣＡ油が挙げられるがこ
れらに限定されない、様々な種類のプロセス油を利用してよい。好適な低ＰＣＡ油として
は、ＩＰ３４６法によって測定したとき３重量パーセント未満の多環式芳香族含量を有す
るものが挙げられる。ＩＰ３４６法の手順は、Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｐｅｔｒｏｌ
ｅｕｍ（英国）発行のＳｔａｎｄａｒｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　
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＆　Ｔｅｓｔｉｎｇ　ｏｆ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　ａｎｄ　Ｒｅｌａｔｅｄ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓ　ａｎｄ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　２０００　Ｐａｒｔｓ，２００３
，６２ｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎに見出しうる。好適な低ＰＣＡ油としては、軽度抽出溶媒和
物（ＭＥＳ）、処理留出物芳香族抽出物（ＴＤＡＥ）、ＴＲＡＥ、及び重ナフテン系が挙
げられる。好適なＭＥＳ油は、ＣＡＴＥＮＥＸ　ＳＮＲ（ＳＨＥＬＬ製）、ＰＲＯＲＥＸ
　１５及びＦＬＥＸＯＮ　６８３（ＥＸＸＯＮＭＯＢＬＥ製）、ＶＩＶＡＴＥＣ　２００
（ＢＰ製）、ＰＬＡＸＯＬＥＮＥ　ＭＳ（ＴＯＴＡＬＦＩＮＡＥＬＦ製）、ＴＵＤＡＬＥ
Ｎ　４１６０／４２２５（ＤＡＨＬＥＫＥ製）、ＭＥＳ－Ｈ（ＲＥＰＳＯＬ製）、ＭＥＳ
（Ｚ８製）、並びにＯＬＩＯ　ＭＥＳ　Ｓ２０１（ＡＧＩＰ製）として市販されている。
好適なＴＤＡＥ油は、ＴＹＲＥＸ　２０（ＥＸＸＯＮＭＯＢＩＬ製）、ＶＩＶＡＴＥＣ　
５００、ＶＩＶＡＴＥＣ　１８０、及びＥＮＥＲＴＨＥＮＥ　１８４９（ＢＰ製）、並び
にＥＸＴＥＮＳＯＩＬ　１９９６（ＲＥＰＳＯＬ製）として入手可能である。好適な重ナ
フテン系油は、ＳＨＥＬＬＦＥＬＸ　７９４、ＥＲＧＯＮ　ＢＬＡＣＫ　ＯＩＬ、ＥＲＧ
ＯＮ　Ｈ２０００、ＣＲＯＳＳ　Ｃ２０００、ＣＲＯＳＳ　Ｃ２４００、及びＳＡＮ　Ｊ
ＯＡＱＵＩＮ　２０００Ｌとして入手可能である。また、好適な低ＰＣＡ油としては、野
菜、木の実、及び種子から採取できるものなど、様々な植物起源の油も挙げられる。非限
定的な例としては、ダイズ油、ヒマワリ油、サフラワー油、コーン油、亜麻仁油、綿実油
、菜種油、カシュー油、ゴマ油、ツバキ油、ホホバ油、マカダミアナッツ油、ココナツ油
、及びヤシ油が挙げられるが、これらに限定されない。
【００３４】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物と
少なくとも１つのプロセス油との合計量は、２０ｐｈｒ以下である。特定のこのような実
施形態では、少なくとも１つの脂肪酸アミドの量は、１～１０ｐｈｒであり、少なくとも
１つのプロセス油の量は、１０～１９ｐｈｒであると理解すべきである。特定のこのよう
な実施形態では、少なくとも１つの脂肪酸の量は、２～５ｐｈｒであり、少なくとも１つ
のプロセス油の量は、１５～１８ｐｈｒ（５～１５ｐｈｒを含む）である。
【００３５】
　充填剤
　上述のとおり、第１～第３の実施形態によれば、ゴム組成物は、０～１００ｐｈｒの少
なくとも１つの補強充填剤を含む。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、補強充
填剤の総量は、５～１００ｐｈｒである。第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、
補強充填剤の総量は、２０～１００ｐｈｒである。好ましくは、第１～第３の実施形態に
よるゴム組成物は、０～１００ｐｈｒ（５～１００ｐｈｒ及び２０～１００ｐｈｒを含む
）の、シリカ若しくはカーボンブラックのうちの少なくとも一方、又は両方の組み合わせ
を含む少なくとも１つの補強充填剤を含む。
【００３６】
　本明細書で使用するとき、用語「補強充填剤」は、カーボンブラック充填剤及び無機充
填剤の両方を含むことを意図する。したがって、本明細書に開示する第１～第３の実施形
態によれば、ゴム組成物は、（合計）０～１００ｐｈｒ（５～１００ｐｈｒ、２０～１０
０ｐｈｒを含む）の、１つ以上のカーボンブラック及び１つ以上の無機充填剤のうちの少
なくとも１つを含む。特定のこのような実施形態では、ゴム組成物は、少なくとも１つの
カーボンブラック及び少なくとも１つの無機充填剤の両方を含む。第１～第４の実施形態
によるゴム組成物において使用するのに好適な無機充填剤は、特に限定されず、また非限
定的な例としては、シリカ、水酸化アルミニウム、タルク、粘土、アルミナ（Ａｌ２Ｏ３

）、アルミニウム水和物（Ａｌ２Ｏ３Ｈ２Ｏ）、水酸化アルミニウム（Ａｌ（ＯＨ）３）
、炭酸アルミニウム（Ａｌ２（ＣＯ３）３）、窒化アルミニウム、酸化マグネシウムアル
ミニウム（ＭｇＯＡｌ２Ｏ３）、ケイ酸アルミニウム（Ａｌ２ＳｉＯ５、Ａｌ４．３Ｓｉ
Ｏ４．５Ｈ２Ｏなど）、ケイ酸カルシウムアルミニウム（Ａｌ２Ｏ３．ＣａＯ２ＳｉＯ２

など）、パイロフィライト（Ａｌ２Ｏ３４ＳｉＯ２．Ｈ２Ｏ）、ベントナイト（Ａｌ２Ｏ

３．４ＳｉＯ２．２Ｈ２Ｏ）、窒化ホウ素、雲母、カオリン、ガラスバルーン、ガラスビ
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ーズ、酸化カルシウム（ＣａＯ）、水酸化カルシウム（Ｃａ（ＯＨ）２）、炭酸カルシウ
ム（ＣａＣＯ３）、ケイ酸カルシウム（Ｃａ２ＳｉＯ４など）、炭酸マグネシウム、水酸
化マグネシウム（ＭＨ（ＯＨ）２）、酸化マグネシウム（ＭｇＯ）、炭酸マグネシウム（
ＭｇＣＯ３）、ケイ酸マグネシウム（Ｍｇ２ＳｉＯ４、ＭｇＳｉＯ３など）、ケイ酸カル
シウムマグネシウム（ＣａＭｇＳｉＯ４）、酸化チタン、二酸化チタン、チタン酸カリウ
ム、硫酸バリウム、酸化ジルコニウム（ＺｒＯ２）、水酸化ジルコニウム［Ｚｒ（ＯＨ）

２．ｎＨ２Ｏ］、炭酸ジルコニウム［Ｚｒ（ＣＯ３）２］、結晶質アルミノシリケート、
補強等級の酸化亜鉛（すなわち、補強酸化亜鉛）、及びこれらの組み合わせが挙げられる
。
【００３７】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、利用されるシリカ（二酸化ケイ素）とし
ては、水中で化学反応させ、超微細球形粒子として沈殿させることによって生成される湿
式処理水和シリカが挙げられる。１種類以上のシリカを利用することができる。特定の前
述の実施形態では、シリカは、約３２～約４００ｍ２／ｇ、別の実施形態では、約１００
～約２５０ｍ２／ｇ、別の実施形態では、約２００～約３００ｍ２／ｇ、更に別の実施形
態では、約１５０～約２２０ｍ２／ｇの表面積（窒素表面積）を有する。特定の前述の実
施形態では、シリカ充填剤のｐＨは、約５．５～約７であり、別の実施形態では、約５．
５～約６．８である。市販されているシリカとしては、Ｈｉ－Ｓｉｌ（商標）２１５、Ｈ
ｉ－Ｓｉｌ（商標）２３３、Ｈｉ－Ｓｉｌ（商標）２５５ＬＤ、及びＨｉ－Ｓｉｌ（商標
）１９０（ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ（米国ペンシルバニア州Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ
）製）、Ｚｅｏｓｉｌ（商標）１１６５ＭＰ及び１７５ＧＲＰｌｕｓ（Ｒｈｏｄｉａ製）
、Ｖｕｌｋａｓｉｌ（商標）（Ｂａｒｙ　ＡＧ製）、Ｕｌｔｒａｓｉｌ（商標）ＶＮ２、
ＶＮ３（Ｄｅｇｕｓｓ製ａ）、並びにＨｕｂｅｒＳｉｌ（商標）８７４５（Ｈｕｂｅｒ製
）が挙げられる。
【００３８】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態では、利用されるカーボンブラックは、一般的
に利用可能な商業的に生産されているカーボンブラックを含んでもよい。これらとしては
、少なくとも２０ｍ２／グラム、他の実施形態では、少なくとも３５ｍ２／グラム、最高
２００ｍ２／グラム又はそれ以上の表面積（ＥＭＳＡ）を有するものが挙げられる。表面
積の値としては、ＡＳＴＭ試験Ｄ－１７６５によって、セチルトリメチルアンモニウムブ
ロミド（ＣＴＡＢ）技術を用いて求められるものが挙げられる。中でも有用なカーボンブ
ラックは、ファーネスブラック、チャネルブラック、及びランプブラックである。より具
体的には、カーボンブラックの例としては、超耐摩耗性ファーネス（ＳＡＦ）ブラック、
高耐摩耗性ファーネス（ＨＡＦ）ブラック、良押出性ファーネス（ＦＥＦ）ブラック、微
粒性ファーネス（ＦＦ）ブラック、準超摩耗性ファーネス（ＩＳＡＦ）ブラック、中補強
性ファーネス（ＳＲＦ）ブラック、中級作業性チャネルブラック、硬質作業性（hard pro
cessing）チャネルブラック、及び導電性チャネルブラックが挙げられる。利用してもよ
い他のカーボンブラックとしては、アセチレンブラックが挙げられる。上記ブラックのう
ちの２つ以上の混合物を使用することもできる。例示的なカーボンブラックとしては、Ａ
ＳＴＭ規格番号（Ｄ－１７６５－８２ａ）Ｎ－１１０、Ｎ－２２０、Ｎ－３３９、Ｎ－３
３０、Ｎ－３５１、Ｎ－５５０、及びＮ－６６０を有するものが挙げられる。１つ以上の
実施形態では、カーボンブラックは、酸化カーボンブラックを含んでもよい。１つ以上の
カーボンブラックを利用してよい。
【００３９】
　硬化パッケージ
　第１～第３の実施形態のうち特定の実施形態では、ゴム組成物は硬化パッケージを含む
。一般的に、硬化パッケージは、加硫剤；加硫促進剤；加硫活性化剤（例えば、酸化亜鉛
、ステアリン酸など）；加硫阻害剤、及びスコーチ防止剤のうちの少なくとも１つを含む
。特定の実施形態では、硬化パッケージは、少なくとも１つの加硫剤と、少なくとも１つ
の加硫促進剤と、少なくとも１つの加硫活性化剤と、任意選択的に、加硫阻害剤及び／又
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はスコーチ防止剤と、を含む。加硫促進剤及び加硫活性化剤は、加硫剤の触媒として作用
する。加硫阻害剤及びスコーチ防止剤は、当該技術分野において既知であり、所望の加硫
特性に基づいて当業者が選択することができる。
【００４０】
　第１～第３の実施形態の特定の実施形態によるゴム組成物において使用するのに好適な
種類の加硫剤の例としては、硫黄又は過酸化物系硬化成分が挙げられるが、これらに限定
されない。したがって、特定のこのような実施形態では、硬化成分としては、硫黄系硬化
剤又は過酸化物系硬化剤が挙げられる。具体的な好適な硫黄加硫剤の例としては、「ゴム
製造業者の（rubbermaker's）」可溶性硫黄；二硫化アミン、高分子量のポリスルフィド
、又は硫黄とオレフィンの付加体などの硫黄を与える硬化剤；及び不溶性高分子量硫黄が
挙げられる。好ましくは、硫黄加硫剤は、可溶性硫黄、又は可溶性及び不溶性の高分子量
硫黄の混合物である。硬化において使用される好適な加硫剤及び他の成分、例えば、加硫
阻害剤及びスコーチ防止剤の一般的な開示については、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃ
ｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，３ｒｄ　ｅｄ．
，Ｗｉｌｅｙ　Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ，Ｎ．Ｙ．１９８２，Ｖｏｌ．２０，ｐｐ．３
６５～４６８、特に、Ｖｕｌｃａｎｉｚａｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ａｕｘｉｌ
ｉａｒｙ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，ｐｐ．３９０～４０２又はＶｕｌｃａｎｉｚａｔｉｏｎ
　ｂｙ　Ａ．Ｙ．Ｃｏｒａｎ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃ
ｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９８
９　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．）を参照することができ、これらは
いずれも参照により本明細書に組み込まれる。加硫剤は、単独で又は組み合わせて使用す
ることができる。一般的に、加硫剤は、１～７．５ｐｈｒ、１～５ｐｈｒ、及び好ましく
は１～３．５ｐｈｒを含む０．１～１０ｐｈｒの範囲の量で使用される。
【００４１】
　加硫促進剤は、加硫に必要な時間及び／又は温度を制御し、加硫物の特性を改善するた
めに使用される。本明細書に開示する第１～第３の実施形態の特定の実施形態によるゴム
組成物において使用するのに好適な加硫促進剤の例としては、チアゾール加硫促進剤、例
えば、２－メルカプトベンゾチアゾール、２，２’－ジチオビス（ベンゾチアゾール）（
ＭＢＴＳ）、Ｎ－シクロヘキシル－２－ベンゾチアゾール－スルフェンアミド（ＣＢＳ）
、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ベンゾチアゾール－スルフェンアミド（ＴＢＢＳ）など；
グアニジン加硫促進剤、例えば、ジフェニルグアニジン（ＤＰＧ）など；チウラム加硫促
進剤；カルバメート加硫促進剤などが挙げられるが、これらに限定されない。一般的に、
使用される加硫促進剤の量は、０．１～１０ｐｈｒ、好ましくは０．５～５ｐｈｒの範囲
である。
【００４２】
　加硫活性化剤は、加硫を補助するために使用される添加剤である。一般的に、加硫活性
化剤は、無機成分及び有機成分の両方を含む。酸化亜鉛は、最も広く使用されている無機
加硫活性化剤である。ステアリン酸、パルミチン酸、ラウリン酸、及びこれらのそれぞれ
の亜鉛塩を含む様々な有機加硫活性化剤が、一般的に使用されている。一般的に、使用さ
れる加硫活性化剤の量は、０．１～６ｐｈｒ、好ましくは０．５～４ｐｈｒの範囲である
。
【００４３】
　加硫阻害剤は、加硫プロセスを制御するため、一般的には、所望の時間及び／又は温度
に達するまで加硫を遅らせるか又は阻害するために使用される。一般的な加硫阻害剤とし
ては、Ｓａｎｔｏｇａｒｄ製のＰＶＩ（シクロヘキシルチオフタルミド）が挙げられるが
、これらに限定されない。一般的に、加硫阻害剤の量は、０．１～３ｐｈｒ、好ましくは
０．５～２ｐｈｒである。
【００４４】
　第１～第３の実施形態による特定の実施形態では、ゴム組成物は、亜鉛カルボキシレー
ト硬化剤を含有しない、すなわち、０ｐｈｒの亜鉛カルボキシレート硬化剤を含有する。
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本明細書で使用するとき、亜鉛カルボキシレート硬化剤という用語は、脂肪酸（例えば、
パルミチン酸、ステアリン酸、及びオレイン酸）の亜鉛塩を含むことを意味する。更に、
この用語は、本明細書で使用するとき、ゴム組成物に添加する前に混合されている亜鉛カ
ルボキシレート化合物を示すことを意味する。言い換えれば、ゴム組成物に別個の酸化亜
鉛及びカルボキシレート含有化合物を添加することによって発生するといってもよい任意
の亜鉛カルボキシレートを包含することを意味するものではない。市販されている亜鉛カ
ルボキシレート硬化剤の非限定的な例は、Ｐｏｌｙｐｌａｓｔｏｌ（登録商標）６（Ｅｌ
ａｓｔｏｍｅｒｉ－Ｐｏｌｉｍｅｒｉ　Ｋｆｔ．（イタリア）から入手可能）である。
【００４５】
　充填剤の混合
　ゴム組成物がカーボンブラック以外（又はカーボンブラックに加えて）充填剤を含む場
合、他の充填剤の別個の添加につき別個の再粉砕段階を使用することが多い。この段階は
、多くの場合、マスターバッチ段階で使用される温度、すなわち、約９０℃から約１５０
℃の落下温度への勾配、と同様であるが、わずかに低いことが多い温度で実施される。こ
の出願の目的のために、用語「マスターバッチ」は、マスターバッチ段階中に存在する組
成物若しくは任意の再粉砕段階中に存在する組成物、又はこれらの両方を意味する。
【００４６】
　硬化剤、促進剤などは、一般的に、最終混合段階で添加される。望ましくないスコーチ
及び／又は加硫の早期開始を避けるために、この混合工程は、より低い温度で行われるこ
とが多く、例えば、約６０℃～約６５℃で開始し、約１０５℃～約１１０℃よりも高くは
しない。この出願の目的のために、用語「最終バッチ」は、最終混合段階中に存在する組
成物を意味する。
【００４７】
　摩耗の低減又は耐久性の改善
　既に論じたとおり、本明細書に開示する第１の実施形態によれば、ゴム組成物は、（ｉ
）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たし：（ｉ）は、以下のとおりである。式（
Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー組成物
中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する
比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少なくとも
１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の低減を示す。
【００４８】
　既に論じたとおり、本明細書に開示する第２の実施形態は、タイヤトレッド又はタイヤ
サイドウォールにおける摩耗の低減又は耐久性の改善（本明細書ではこれら２つの用語は
互換的に使用される）を達成する方法であって、以下のような成分（ａ）～（ｅ）を含む
ゴム組成物をタイヤトレッド又はタイヤサイドウォールに組み込むことを含む方法を目的
とする。前記成分は、（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量
を有するポリブタジエン、ポリイソプレン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択
される合成共役ジエンモノマー含有ポリマー、（ｂ）０～２０ｐｈｒの、８５％未満のシ
ス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、スチレン－ブタジエンコポリマー、ネオプ
レン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される共役
ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー、（ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少な
くとも１つの脂肪酸アミド化合物、（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス
油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充填剤である。式（Ｉ）は、
以下のとおりである：式（Ｉ）は、Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、
２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は
、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアル
キル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ
１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル
、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ
３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ
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、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル
、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２

又はその末端Ｒ５は、任意選択的に、１つ以上のＯＨで置換される）から選択され、Ｒ３

は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロア
ルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケ
ニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアル
カリルから選択される）である。更に、硬化時に、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は
（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たす。（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有
しないが、合成共役ジエンモノマー含有ポリマー組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミ
ドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１
０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を
有することによって示される摩耗の低減を示す；及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【００４９】
　本明細書で使用するとき、タイヤトレッド又はタイヤサイドウォールにおける摩耗又は
耐久性の改善は、対象ゴム組成物において用いられる少なくとも１つの脂肪酸アミドの量
と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有すること以外は同一組成の「対照」ゴム組成
物の使用と比べて測定される。非限定的な例としては、対象ゴム組成物が４ｐｈｒの脂肪
酸アミド及び６ｐｈｒのプロセス油を含有する場合、「対照」又は比較ゴム組成物は、０
ｐｈｒの脂肪酸アミド及び１０ｐｈｒのプロセス油を含有することになる。摩耗又は耐久
性の改善は、対象ゴム組成物の摩耗指数を計算することによって測定することができる。
摩耗又は耐久性の改善は、対象ゴム組成物が、式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しな
いが、対象ゴム組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加の
プロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５
％の範囲の少なくとも１つ、好ましくは２５％のスリップ率の下で測定）を有するときに
存在すると考えられる。それに対応して、このようなゴム組成物は、摩耗の低減を示すか
又は耐摩耗性が増大していると言うこともできる。第１～第３の実施形態による特定の実
施形態では、摩耗又は耐久性の改善は、式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、
対象ゴム組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセ
ス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、少なくとも１１５％以上の摩耗指数（１０～
７５％の範囲の少なくとも１つ、好ましくは２５％のスリップ率の下で測定）を有する対
象ゴム組成物によって示される。第１～第３の実施形態による特定の実施形態では、摩耗
又は耐久性の改善は、式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、対象ゴム組成物中
の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する比
較ゴム化合物に基づいて、少なくとも１２０％以上の摩耗指数（１０～７５％の範囲の少
なくとも１つ、好ましくは２５％のスリップ率の下で測定）を有する対象ゴム組成物によ
って示される。第１～第３の実施形態による特定の実施形態では、摩耗又は耐久性の改善
は、式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、対象ゴム組成物中の少なくとも１つ
の脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する比較ゴム化合物より
も少なくとも１１０％、最高１４０％高い摩耗指数（２５％スリップで測定）を有する対
象組成物によって示される。前述のうちの特定の実施形態では、摩耗指数は、１０％スリ
ップ、２５％スリップ、６５％スリップで測定された測定値、又はこのような測定値の組
み合わせを用いて計算される。
【００５０】
　ひずみ誘起結晶化
　ひずみ誘起結晶化は、応力（ひずみ）に供されたときに非晶質材料が受ける相変態であ
る。ポリイソプレン、ポリブタジエン、及びスチレン－ブタジエンコポリマーなどの合成
ゴムは、通常、天然ゴムが本質的に有している高レベルのひずみ誘起結晶化を示さないが
、本明細書に開示するとおり式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミドを使用することに
よって、このような合成ゴムがひずみ誘起結晶化を示すことができるようになる。
【００５１】
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　既に論じたとおり、本明細書に開示する第１の実施形態によれば、ゴム組成物は、（ｉ
）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを満たし、（ｉｉ）は、ひずみ誘起結晶化を示す
ことである。
【００５２】
　既に論じたとおり、本明細書に開示する第３の実施形態は、合成ゴムに基づく組成物に
おいてひずみ誘起結晶化を達成する方法であって、（ａ）、（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）、及
び（ｆ）と混合された、少なくとも１つの脂肪酸アミドを含む化合物の（ｃ）使用を含み
、硬化時に、組成物がひずみ誘起結晶化を示す方法を目的とする。成分は、（ａ）８０～
１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン、ポリイソ
プレン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエンモノマー含有
ポリマー、（ｂ）０～２０ｐｈｒの、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブ
タジエン、スチレン－ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコ
ポリマー、（ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物、
（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス油、及び（ｅ）０～１００ｐｈｒの
、少なくとも１つの補強充填剤である。式（Ｉ）は、以下のとおりである。式（Ｉ）は、
Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘ（式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）
Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又は異なり、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～
Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７
～Ｃ３０のアルカリルから選択され、Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２
１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ
３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している
）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～
Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７
～Ｃ２０のアルカリルからなる群から選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に
、１つ以上のＯＨで置換される）から選択され、Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２
～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシクロアルキレンから選択され、Ｒ４は、Ｒ
１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０のシクロアルキ
ル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される）である。更
に、硬化時に、ゴム組成物は、以下の条件（ｉ）又は（ｉｉ）のうちの少なくとも１つを
満たす。（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、合成共役ジエンモノマー
含有ポリマー組成物中の少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加のプ
ロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７５％
の範囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩耗の
低減を示す；及び（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す。
【００５３】
　ひずみ誘起結晶化の存在は、示差走査熱量測定（ＤＳＣ）、広角Ｘ線回折（ＷＡＸＤ）
のいずれかを用いることによって、又は温度掃引測定を行うことによって測定することが
できる。これら測定を行うための確立された方法が周知である。非限定的な例としては、
ＡＳＴＭ　Ｄ３４１８－１２ｅ１（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ
　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｓ　ａｎｄ　Ｅｎｔｈａｌｐｉｅｓ　
ｏｆ　Ｆｕｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｒｙｓｔａｌｌｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ
ｓ　ｂｙ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｃａｎｎｉｎｇ　Ｃａｌｏｒｉｍｅｔｒｙ）が
挙げられる。一般的に、測定は、組成物をその融解温度を上回る温度まで昇温することに
よって行われる。ＤＳＣ装置は、一般的に、指定の速度で指定の温度までポリマーのサン
プルを加熱するために用いられ、サンプルの温度を昇温させるのに必要な熱量及び温度上
昇の両方を測定することができる。ＷＡＸＤは、ポリマーにおけるひずみ誘起結晶化の特
性評価を行うために多く用いられる。ＷＡＸＤによって、生成されるパターンの分析に従
って結晶相の同定を行うことができる。好ましくは、対象組成物は、前述の方法、すなわ
ち、ＤＳＣ、ＷＡＸＤ、及び温度掃引のうちの少なくとも１つによると、脂肪酸アミドは
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含有しないが、同じｐｈｒ量の追加のプロセス油を含有する組成物と比べて、融解温度を
上回る温度ではひずみ誘起結晶化の増加を示す。特定の実施形態では、対象ゴム組成物は
、前述の方法の３つ全てによって、ひずみ誘起結晶化の増加を示す。
【００５４】
　タイヤ及びタイヤの構成部品
　特定の実施形態では、第１～第３の実施形態によるゴム組成物は、タイヤの構成部品に
おいて利用される。このようなタイヤの構成部品の非限定的な例としては、タイヤサイド
ウォール及びタイヤトレッドが挙げられるが、これらに限定されない。特定の実施形態で
は、第１～第３の実施形態によるゴム組成物は、タイヤサイドウォールにおいて利用され
る。特定の実施形態では、第１～第３の実施形態によるゴム組成物は、タイヤサイドウォ
ールにおいて利用される。また、以下の実施形態が、本明細書に十分に開示されていると
みなすべきである。第１～第３の実施形態の前述の実施形態のいずれかによる（すなわち
、本願全体を通して記載する）ゴム組成物を含むタイヤトレッド、第１～第３の実施形態
の前述の実施形態のいずれかによる（すなわち、本願全体を通して記載する）ゴム組成物
を含むタイヤサイドウォール、並びにこのようなタイヤトレッド及び／又はこのようなタ
イヤサイドウォールが組み込まれたタイヤ。
【実施例】
【００５５】
　以下の実施例は、特定の及び代表的な実施形態、並びに／又は本開示の実施形態の特徴
を例示するものである。実施例は、単に説明の目的で提供されており、本開示を限定する
ものとして解釈すべきでない。本開示の実施形態の趣旨及び範囲を逸脱することなく、こ
れらの特定の実施例に対する多くの変更が可能である。より具体的には、以下の実施例で
利用されるポリマー又はコポリマー、充填剤、プロセス油、及び他の成分（例えば、抗酸
化剤、ワックス、酸化亜鉛、ステアリン酸、及び硬化パッケージ成分）は、発明を実施す
るための形態における開示と一致する他のこのような成分を代わりに利用することができ
るので、限定するものと解釈すべきでない。言い換えれば、以下の実施例における具体的
な成核剤及びその量は、発明を実施するための形態のより一般的な内容に適用されると理
解するべきである。
【００５６】
　本明細書においてこれに反する指定のない限り、全ての試薬及び溶媒は、Ｓｉｇｍａ　
Ａｌｄｒｉｃｈから受領したまま用いた。プロトンＮＭＲスペクトルは、Ｖａｒｉａｎ　
３００　ｍＨｚ　Ｍｅｒｃｕｒｙ　Ｐｌｕｓ分光計において記録され、このスペクトルは
、δスケール（百万分率）で報告され、δ　７．２４ｐｐｍにおけるＣＨＣｌ３を参照す
る。赤外線データは、Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｇを用いてシクロ
ヘキサン溶液中で得た。元素分析は、Ｇａｌｂｒａｉｔｈ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓに
よって実施され、値は、百分率で報告された。
【００５７】
　ムーニー粘度（ＭＬ１＋４）値は、Ａｌｐｈａ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓムーニー粘
度計（大きなローターを用いた）で求めた。ローターを起動する前に、サンプルを１３０
℃で１分間予熱した。１３０℃で４分間ローターを回転させた後、ムーニー粘度測定値を
トルクとして記録した。
【００５８】
　κ１弾性率比を含む弾性率値は、幅４ｍｍ及び厚さ１．９１ｍｍの寸法を有するマイク
ロダンベル試料を用いて、ＡＳＴＭ－Ｄ４１２に記載の標準的な手順に従って、しかしこ
れに限定されないで、以下のとおり求めた。引張試験には、４４ｍｍの特定のゲージ長を
用いた。試料を一定速度でひずませ、得られた力を、伸張（ひずみ）の関数として記録し
た。ダンベル形試料を、破断するまで（２０分間の平衡時間後）所与の温度で伸張させた
。応力対ひずみプロットを作成した。このプロットから３００％ひずみ及び５０％ひずみ
における弾性率を求め、弾性率の値を用いてκ１弾性率比の値を計算した。リング引裂強
度試験については、試料の形状が、幅１．３ｍｍ（０．０５インチ）及び厚さ１．９ｍｍ
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所に切り込みを入れた。試料を、２５ｍｍ（１．０インチ）の特定のゲージ長で試験した
。試験片の元の断面積を参照して、力の読み出し値を工学応力として表現した。試料は、
２３℃で試験した。
【００５９】
　ランボーン摩耗試験を用いて試験サンプルの耐摩耗性を評価した。試験試料は、外径約
４８ｍｍ、内径約２２ｍｍ、及び厚さ約４．８ｍｍのゴム製ホイールであった。試験試料
をアクスル上に置き、約７５秒間、駆動摩耗面に対する様々なスリップ速度で作動させた
。用いた摩耗面は、１２０グリットの３Ｍ－ｉｔｅであった。試験中約２．５ｋｇの負荷
をゴム製ホイールに印加した。線形最小二乗曲線適合を、時間の関数として重量喪失デー
タに適用した。直線の勾配が、摩耗速度である。報告する摩耗指数は、対照化合物の摩耗
速度を対象化合物の摩耗速度で除して、１００を乗じたものである。したがって、１００
を超える摩耗指数は、対象化合物が対照化合物よりも優れている（摩耗の速度がより低い
）ことを示す。
【００６０】
　実施例１：Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ステアラミド）（ＥＢＳＡ）：
　ＥＢＳＡを、カーボンブラック充填高シスポリブタジエン含有ゴム組成物のひずみ誘起
結晶化及び摩耗を強化する能力について評価した。基本処方を表１に示す。ＥＢＳＡを、
基本処方に加えて及び部分油置換物として、２及び４ｐｈｒの濃度で３００グラムのブラ
ベンダーバッチに添加した。また、ＥＢＳＡを、高シスポリブタジエンの代わりに低シス
ポリブタジエンを含有するゴム組成物にも添加した。
【００６１】
　低シスポリブタジエンについての摩耗及び耐久性の結果を表２Ａに示し、高シスポリブ
タジエンについては表２Ｂに示す。ＥＢＳＡを低シスポリブタジエンに添加することによ
って、摩耗に対する効果は確認されなかった。対照的に、ＥＢＳＡを含有する高シスポリ
ブタジエンサンプルでは摩耗の改善が示された。これらの結果は、ＥＢＳＡがひずみ誘起
結晶化の成核剤として作用するという仮説を支持する。ひずみ誘起結晶化の弾性率比の指
標（Ｋ比）及びリング引裂強度は、対照に対してＥＢＳＡを含有する組成物で明らかに増
加した。この結果を以下の表に要約する。要約すると、ひずみ誘起結晶化における明らか
な改善と一致して、ＥＢＳＡを添加すると、室温におけるリング引裂強度、Ｋ比、並びに
２５％及び６５％スリップにおける耐摩耗性が改善された。２５％スリップでは、ＥＢＳ
Ａの添加によって対照ラインよりも摩耗指数が１０％～４０％良好であった。
【００６２】
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【表１】

【００６３】
【表２】

　１　３３％シス１，４－結合含量、５５％トランス１，４－結合含量、及び１２％ビニ
ル１，２－結合含量を有するポリブタジエン。
【００６４】

【表３】
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　２　９６％シス１，４－結合含量をするポリブタジエン。
【００６５】
　実施例２（ａ）：Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（ステアラミド）（ＥＢＳＡ）：
　実施例２（ｂ）：オクタデカンアミド（ＳＡ）：
　この実施例では、ＥＢＳＡ及びＳＡは、カーボンブラック充填ゴム組成物のひずみ誘起
結晶化及び摩耗を強化する能力のためであった。基本処方は、実施例１と同様であり、表
１に示すとおりである。ＥＢＳＡ及びＳＡを、部分的油代替物として３ｐｈｒの濃度で３
００グラムのブラベンダーバッチに添加した。低シスポリブタジエン（上記表２Ａと同じ
ポリマー）、高シスポリブタジエン（上記表２Ｂと同じポリマー）、及び合成ポリイソプ
レンの３つの異なるポリマーを試験した。
【００６６】
　低シスポリブタジエン（対照）についての物理的試験の結果を以下の表３Ａに示し、高
シスポリブタジエンについては表３Ｂに示し、合成ポリイソプレンについては表３Ｃに示
す。ひずみ誘起結晶化を受けることができないため、低シスポリブタジエンを対照ポリマ
ーとして用いた。ＳＡ又はＥＢＳＡを低シスポリブタジエンに添加することの摩耗に対す
る効果はみられなかった。しかし、高シスポリブタジエン及びポリイソプレン（ＨＣ１４
）については、２５％スリップ及び６５％スリップで摩耗が改善し；これは、これら添加
剤（ＳＡ及びＥＢＳＡ）がひずみ誘起結晶化を強化する機能を有するという仮説を補強す
る。
【００６７】

【表４】

【００６８】
【表５】

【００６９】
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【表６】

【００７０】
　実施例３～４：１，３，５－ベンゼン－トリスアミドの合成
　以下の２つの合成について、アミン化合物（８６ミリモル）を乾燥Ｎ－メチル－２－ピ
ロリドン（２００ｍＬ）、乾燥トリエチルアミン（５０ｍＬ）に溶解させた。１，３，５
－ベンゼン－トリカルボニルトリクロリド（２４ミリモル、ＴＨＦ中）をゆっくりと添加
し、混合物を７０℃で３時間撹拌した。室温まで冷ました後、混合物を氷水（６００ｍＬ
）中で沈殿させた。次いで、混合物を濾過して、固体を回収し、水で洗浄し、乾燥させた
。得られた生成物をＤＭＦ（Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド）からの再結晶化によって精
製した。
【００７１】
　実施例３：Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－トリス（シクロヘキシル）ベンゼン－１，３，５－トリ
カルボキサミド（ＣＢＣＡ）：
　ＣＢＣＡを合成するために、シクロヘキシルアミンをアミン化合物として用いた。１回
再結晶化した後、７．４グラム（収率６８％）の白色の固体が得られた。１Ｈ　ＮＭＲ（
ＤＭＳＯ－ｄ６）：１．１２（ｍ，３Ｈ）；１．３０（ｍ，１２Ｈ）；１．５９（ｄ，Ｊ
＝１１．４Ｈｚ，３Ｈ）；１．７７（ｍ，１２Ｈ）；８．２９（ｓ，３Ｈ）；８．４８（
ｄ，Ｊ＝７．８Ｈｚ，３Ｈ）。ｌ３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＦ３ＣＯＯＤ／ＣＤＣｌ３）：２５．
０４（９Ｃ）；３２．４４（６Ｃ）；５１．７７（３Ｃ）；１３０．８２（３Ｃ）；１３
４．４２（３Ｃ）；１６８．０８（３Ｃ）。
【００７２】
　実施例４：Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－トリス（デシル）ベンゼン－１，３，５－トリカルボキ
サミド（ＤＢＣＡ）：
　ＤＢＣＡを合成するために、デシルアミンをアミン化合物として用いた。１回再結晶化
した後、９．０グラム（収率６０％）の白色の固体が得られた。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

３）：０．８９（ｍ，９Ｈ）；１．２８（ｂｓ，５４Ｈ）；７．４０（ｓ，３Ｈ）；７．
７６（ｂｓ，３Ｈ）。ｌ３Ｃ　ＮＭＲ（ＣＤＣ１３）：１４．０２（３Ｃ）；２２．６０
（１Ｃ）；２２．６５（２Ｃ）；２６．８２（１Ｃ）；２７．０９（２Ｃ）；２９．２５
～２９．７２（１４Ｃ）；３１．８２（１Ｃ）；３１．９０（２Ｃ）；３３．６２（１Ｃ
）；４０．０５（２Ｃ）；４２．０９（１Ｃ）；１２７．０２（３Ｃ）；１３５．４２（
３Ｃ）；１６７．５０（３Ｃ）。
【００７３】
　ＣＢＣＡ及びＤＢＣＡをそれぞれ２つのポリマー、低シスポリブタジエン（対照、上記
表２Ａと同じポリマー）及び高シスポリブタジエン（上記表２Ｂと同じポリマー）におい
て試験した。基本処方は、実施例１と同一であり、表１に示すとおりであった。ＣＢＣＡ
又はＤＢＣＡを、部分的油代替物として３ｐｈｒの濃度で３００グラムのブラベンダーバ
ッチに添加した。
【００７４】
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　低シスポリブタジエン（対照）及び高シスポリブタジエンの両方について、物理的試験
の結果を以下の表４に示す。ひずみ誘起結晶化を受けることができないため、上述のとお
り、低シスポリブタジエンを対照ポリマーとして用いた。ＣＢＣＡ又はＤＢＣＡを低シス
ポリブタジエンに添加することによる摩耗に対する効果はみられなかった。２５％スリッ
プ及び６５％スリップにおける改善によって証明されるとおり、ＣＢＣＡ又はＤＢＣＡを
添加した高シスポリブタジエンサンプルにおいては摩耗の改善がみられた。得られたデー
タに基づいて、ＣＢＣＡ又はＤＢＣＡの両方が、高シスポリブタジエンにおいてひずみ誘
起結晶化を強化する機能を有する。
【００７５】
【表７】

【００７６】
　用語「含む（includes）」又は「含むこと（including）」が、本明細書又は特許請求
の範囲で使用される範囲において、用語「からなる（comprising）」が特許請求の範囲に
おいて転換語として用いられる際の解釈と同様の様式で包括的であることが意図される。
更に、用語「又は」が用いられる範囲において（例えば、Ａ又はＢ）、それは「Ａ若しく
はＢ、又は両方」を意味することが意図される。本出願人らが「両方ではなくＡ又はＢの
一方のみ」を示すことを意図する場合、用語「両方ではなくＡ又はＢの一方のみ」が用い
られることになる。したがって、本明細書における用語「又は」の使用は、排他的ではな
く、包括的である。Ｂｒｙａｎ　Ａ．ＧａｒｎｅｒのＡ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ｏｆ　
Ｍｏｄｅｒｎ　Ｌｅｇａｌ　Ｕｓａｇｅ　６２４（２ｄ．Ｅｄ．１９９５）を参照された
い。また、用語「中で（in）」又は「中へ（into）」が本明細書又は特許請求の範囲にお
いて使用される範囲において、「の上（on）」又は「の上へ（onto）」を付加的に意味す
ることが意図される。更に、用語「連結する（connect）」が本明細書又は請求項におい
て使用される範囲において、「と直接連結する（directly connected to）」ことだけで
はなく、別の構成要素を介して接続することなどのように「と間接的に連結する（indire
ctly connected to）」ことも意味することが意図される。
【００７７】
　本出願はその実施形態の記述によって説明され、実施形態は相当に詳細に説明されたが
、添付の特許請求の範囲をこのような詳細に制限するか、又はいかなる形でも限定するこ
とは、出願人の本意ではない。更なる利点及び改良は、当業者には容易に明らかとなるで
あろう。したがって、本出願は、そのより広域な態様において、示され説明される具体的
な詳細、代表的な装置、及び例示的な実施例に限定されない。このため、このような詳細
からの逸脱が、出願人の一般的な発明概念の趣旨又は範囲から逸脱することなく、なされ
得る。
【００７８】
　本出願は、実施形態が開示される数値範囲全体で実行できるため、精密な範囲限界が明
細書内に言葉通りに言及されていなくても、開示される数値範囲内の任意の範囲を支持す
る、いくつかの数値範囲限界を開示している。実質的に任意の複数及び／又は単数の用語
の本明細書での使用に関して、当業者は、状況及び／又は用途に適切となるように、複数
から単数へ、及び／又は単数から複数へ置き換えることができる。様々な単数／複数の置
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き換えは、簡潔にするため、本明細書では明示的に記述される場合がある。
【００７９】
　特許、特許出願、及び非特許文献を含むがこれらに限定されない全ての参考文献は、そ
れらの全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【００８０】
　様々な態様及び実施形態が本明細書に開示されているが、当業者には他の態様及び実施
形態が明らかであろう。本明細書に開示される様々な態様及び実施形態は、例示目的であ
り、特許請求の範囲に示されている真の範囲及び趣旨を限定することを意図していない。
 
【手続補正書】
【提出日】平成29年7月7日(2017.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム組成物であって、
　（ａ）８０～１００ｐｈｒの、８５％以上のシス１，４－結合含量を有するポリブタジ
エン、ポリイソプレン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される合成共役ジエ
ンモノマー含有ポリマーと、
　（ｂ）２０ｐｈｒ以下の、８５％未満のシス１，４－結合含量を有するポリブタジエン
、スチレン－ブタジエンコポリマー、ネオプレン、イソブチレン、天然ゴム、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される共役ジエンモノマー含有ポリマー又はコポリマー
と、
　（ｃ）１～１０ｐｈｒの、式（Ｉ）の少なくとも１つの脂肪酸アミド化合物と、
　（ｄ）１～２０ｐｈｒの、少なくとも１つのプロセス油と、
　（ｅ）０～１００ｐｈｒの、少なくとも１つの補強充填剤と、
　（ｆ）任意選択的に、硬化パッケージと、を含み、
　式（Ｉ）が、Ｒ１［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］ｘであり、
　式中、ｘ＝１、２、又は３であり、各［Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｈ）Ｒ２］は、同じであるか又
は異なり、
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１のシ
クロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリルから選択され、
　Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２１のアルキル、Ｃ２～Ｃ２１のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２１
のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、Ｃ７～Ｃ３０のアルカリル、Ｒ３Ｎ（Ｈ）Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ４（Ｒ３は、式（Ｉ）のＮに結合している）、及びＲ３Ｎ（Ｒ５）２（各Ｒ５

は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０
のシクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルからなる群か
ら選択され、Ｒ２又はその末端Ｒ５は、任意選択的に１つ以上のＯＨで置換されていても
よい）から選択され、
　Ｒ３は、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、及びＣ３～Ｃ２０のシ
クロアルキレンから選択され、
　Ｒ４は、Ｒ１、Ｃ１～Ｃ２０のアルキル、Ｃ２～Ｃ２０のアルケニル、Ｃ３～Ｃ２０の
シクロアルキル、Ｃ５～Ｃ２０の芳香族、及びＣ７～Ｃ２０のアルカリルから選択される
ゴム組成物であり、
　硬化時に、以下の（ｉ）又は（ｉｉ）、すなわち、
　　（ｉ）式（Ｉ）の脂肪酸アミド化合物は含有しないが、前記合成共役ジエンモノマー
含有ポリマー組成物中の前記少なくとも１つの脂肪酸アミドの量と等しいｐｈｒ量の追加



(25) JP 2017-532419 A 2017.11.2

のプロセス油を含有する比較ゴム化合物に基づいて、１１０％以上の摩耗指数（１０～７
５％の範囲の少なくとも１つのスリップ率の下で測定）を有することによって示される摩
耗の低減を示す、及び
　　（ｉｉ）ひずみ誘起結晶化を示す、のうちの少なくとも１つを満たす、ゴム組成物。
【請求項２】
　ｘ＝２又は３である、請求項１に記載のゴム組成物。
【請求項３】
　Ｒ１がフェニルであり、ｘ＝３であり、Ｒ２が、請求項１で定義されるとおりである、
請求項１に記載のゴム組成物。
【請求項４】
　亜鉛カルボキシレート硬化剤を含有しない、請求項１～３のいずれか一項に記載のゴム
組成物。
【請求項５】
　（ｃ）及び（ｄ）の合計量が、２０ｐｈｒ以下である、請求項１～３のいずれか一項に
記載のゴム組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のゴム組成物をタイヤトレッド又はタイヤサイドウ
ォールに組み込むことを含む、タイヤのトレッド又はタイヤサイドウォールにおける摩耗
の低減又は耐久性の改善を達成する方法。
【請求項７】
　請求項１に記載のゴム組成物を使用することを含む、合成ゴムに基づく組成物において
ひずみ誘起結晶化を達成する方法であって、（ｃ）の前記少なくとも１つの脂肪酸アミド
化合物が、（ａ）、（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）、及び（ｆ）と混合され、硬化時に、前記組
成物がひずみ誘起結晶化を示す方法。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のゴム組成物を含む、タイヤトレッド又はタイヤサ
イドウォール。
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